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 ＪＲ連合中国地方協議会は、

７月３日、「ワークピア広島」に

おいて第 32 回定期総会を開催

し、向こう１年間の方針を決定

した。会場には中国エリアの各

単組から約 30名が集結した。 
 

冒頭、中国地協を代表して石

松大介議長（ＪＲ西労組広島地

本執行委員長）が挨拶に立ち、

安全の確立、2024春闘、組織の充実・強化、取り巻く環境の変化に伴う政策課題等につ

いて述べ、「ＪＲ産業の持続的な発展にはすべてのＪＲ関係労働者のＪＲ連合への総結

集が不可欠。中国エリアにおいても労働組合が結成されていないグループ会社がある。

組織の充実・強化に向けて、引き続き地協で連携して取り組んでいこう」と呼びかけた。 
 

ＪＲ連合からは石川敏也産業政策局長が

出席し、能登半島地震への連合ボランティ

アへの参画に謝辞を述べるとともに、最重

要課題である安全の確立への取り組み、産

業政策や組織の強化等の取り組みに触れ、

とりわけ安全の確立については、「触車や感

電などの重大労災、労災死亡事故は未だな

くなっていない。過去と同種の事例も発生しており、実効性ある教育やルールの策定が

なされているか、働く者の目線からチェック・提言していこう」と呼びかけた。 
 

ＪＲ西労組からは川端準一中央副執行委員長らが出席し、代表してあいさつした川端

副委員長は、安全、労働条件、組織課題について触れ、「今年４月のＪＲ西日本グループ

合同入社式の実施、制服の統一化は組合より提案し実現したもの。グループ全体の連携、

絆を深めることが重要であり、中国地協に参集する各単組のつながりを強化していこ

う！」とより一層の団結を呼びかけた。 
 

議案として、大川達也事務局長（ＪＲ西労組米子地本執行委員長）から運動方針など

が一括で提起され、とりわけ青女の取り組みとして、グループ労組を含めたレクの開催、

広報活動の強化が掲げられた。満場一致で確認した後、石松議長の団結ガンバロウで力

強く会を閉じた。 
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